
情報解禁：2024 年 3 月 12 日（火）13 時 30 分 

 

「クルマ離れ」の自覚を持つ都内 Z 世代は年々減少傾向、 

「クルマのサブスク」を認知する 8 割超が「利用を検討したい」 

「ライドシェア」に Z 世代の 4 割以上が興味あり、その理由は？ 

 

 

株式会社 KINTO 

 

株式会社 KINTO は、普通自動車免許を持っている東京都内在住の Z 世代（18〜25 歳）314 名と、地方（政令

指定都市がない県）在住の Z 世代（18〜25 歳）306 名を対象に、22・23 年と毎年続けている「Z 世代のクルマ

に対する意識比較調査」を実施しました。 

 

■調査サマリー 

 

■調査概要 

【2024 年版】Z 世代のクルマに対する意識比較調査 

調査方法：IDEATECH が提供するリサーチ PR「リサピー®︎」の企画によるインターネット調査 

調査期間：2024 年 2 月 14 日〜同年 2 月 16 日 

有効回答：普通自動車免許を持っている都内在住の Z 世代（18〜25 歳）314 名と普通自動車免許を持っている

地方（政令指定都市がない県）在住の Z 世代（18〜25 歳）306 名 

※構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはなりません。 

 



【ご参考】 

▼23 年調査 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000102.000054790.html 

▼22 年調査 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000061.000054790.html 

 

■都内・地方ともに、Z 世代の約 7 割が「運転が好き」 

「Q1.あなたは、自動車を運転することが好きだと感じますか。」と質問したところ、▼都内在住は「とても感

じる」が 27.3%（23 年調査：33.6%）、「やや感じる」が 38.9%（31.5%）、▼地方在住は「とても感じる」が

25.9%（30.7%）、「やや感じる」が 40.5%（41.2%）との回答となり、都内・地方ともに約 7 割が「運転が好き」

という結果でした。 

 

 

 

■都内は約半数が「クルマ離れ」を自覚の一方、年々減少傾向に 

「Q2.あなたは、「若者のクルマ離れ」と聞いて、自分自身のことだと感じますか。」と質問したところ、▼都内

在住は「とても感じる」が 17.2%（23 年調査：23.0%）、「やや感じる」が 34.1%（34.2％）、▼地方在住は「と

ても感じる」が 10.8%（9.7%）、「やや感じる」が 23.2%（24.5%）との回答となりました。このうち、都内在

住については、半数超（51.3%）が自覚を持つ一方、22 年は 65.1%、23 年は 57.2%と推移しており、年々減少

している傾向が明らかになりました。 

 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000102.000054790.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000061.000054790.html


 

 

■「自分名義のクルマ」を所有している Z 世代、都内は前年比 10 ポイント以上増加 

「Q3.あなたは、自分名義の自動車を所有していますか。」と質問したところ、▼都内在住は「はい」が 36.6%

（23 年調査：21.5%）、▼地方在住は「はい」が 58.8%（58.2%）との回答となりました。このうち、都内在住

については、22 年は 20.0%、23 年は 21.5％と 2 割台で推移していた水準から、今回、10 ポイント以上の増加

となりました。 

 



 

 

■地方は都内より 10 ポイント高い半数超が「クルマが欲しい」 

Q3 で「自分名義の自動車を所有していない」と回答した方に、「Q4.現在、自分名義の自動車が欲しいと思いま

すか。」と質問したところ、▼都内在住は「非常に欲しい」が 14.6%（23 年調査：14.2％）、「やや欲しい」が

29.6%（31.3％）、▼地方在住は「非常に欲しい」が 18.3%（24.7%）、「やや欲しい」が 36.5%（36.2%）との回

答となり、地方では、都内より 10 ポイント高い半数超が「自分名義の自動車が欲しい」という意向を持ってい

ることがわかりました。 

 

 
 

■クルマを所有していない理由のトップ「家族のクルマで間に合う」 

Q4 で「現在、自分名義の自動車が欲しい」と回答した方に、「Q5.あなたが、現在、自分名義の自動車を所有し

ていない理由として、当てはまるものを教えてください。（複数回答）」と質問したところ、▼都内在住は「家



族のクルマで間に合うから」が 36.4%、「自動車の価格が高いから」が 35.2%、▼地方在住も「家族のクルマで

間に合うから」が 39.1%、「自動車の価格が高いから」が 33.3%との回答となり、上位を同じ理由が占める結果

となりました。 

 

 
 

■クルマが欲しくない理由のトップ、都内は「公共交通機関で十分」、地方は「自分の運転が怖い」 

Q4 で「現在、自分名義の自動車が欲しくない」と回答した方に、「Q6.あなたがそう思う理由として、当てはま

るものを教えてください。（複数回答）」と質問したところ、▼都内在住は「公共交通機関で十分だから」が

42.3%、「自動車の維持費が高いから」が 41.4%、▼地方在住は「自分の運転が怖いから」が 40.4%、「自動車の

維持費が高いから」が 35.1%との回答となりました。 

 

 

 



■都内は約 7 割、地方は約 8 割が「将来的にクルマが欲しい」 

「Q7.あなたは、将来的に自動車を欲しいと思いますか。」と質問したところ、▼都内在住は「とても思う」が

31.2%（23 年調査：35.1％）、「やや思う」が 37.6%（31.5%）、▼地方在住は「とても思う」が 44.8%（52.7%）、

「やや思う」が 33.3%（30.6%）との回答となり、「将来的にクルマがほしい」と考えている Z 世代は都内で約

7 割、地方で約 8 割と高い水準にあることがわかりました。 

 

 

 

■将来的にクルマを持つ場合、都内は「ローン（残価設定型）」がトップ、地方は「現金一括購入」 

Q7 で「将来的に自動車が欲しい」と回答した方に、「Q8.自動車を保有するとしたら、どのような持ち方を検討

したいと思いますか。当てはまるものを教えてください。（複数回答）」と質問したところ、▼都内在住は多い

順に「ローン（残価設定型）」が 41.2%（23 年調査：30.9%）、「現金一括購入」が 38.4%（45.9%）と、23 年か

らトップが逆転し、続いて「ローン（全額）」が 22.2%（26.4%）でした。一方、▼地方在住は多い順に「現金

一括購入」が 48.5%（44.7%）、「ローン（残価設定型）」が 28.5%（32.7%）、「ローン（全額）」が 21.8%

（25.8%）という回答となりました。なお、「サブスク」は、都内は 10.2%（11.4%）、地方は 6.3%（7.6%）に

とどまる結果でした。 

 



 

 
 

■都内・地方ともに 3 割超が「クルマのサブスク」を認知 

「Q9.車を保有する方法として、購入やレンタカー、カーシェアではなく、諸経費が含まれた月々定額の利用料

を支払って、3 年や 5 年などの一定の利用期間だけ車を利用する持ち方「クルマのサブスク」サービスをご存知

ですか。」と質問したところ、▼都内在住は「知っている」が 33.8%（23 年調査：29.4%）、「聞いたことがある

程度」が 37.9%（33.0%）、▼地方在住は「知っている」が 30.1%（27.3%）、「聞いたことがある程度」が

37.9%（42.4%）との回答となり、都内・地方ともに 3 割を超える Z 世代が「クルマのサブスク」を知っている

ことがわかりました。 

 



 

 

■都内 8 割超、地方 7 割超が「クルマのサブスクを検討したい」、年々増加傾向 

Q7 で「将来的に自動車が欲しい」と答え、かつ Q9 で「クルマのサブスクを知っている」と回答した方に、

「Q10.あなたは次に車の購入・保有を検討する際に購入やレンタカー、カーシェアではなく、諸経費が含まれ

た月々定額の利用料を支払って、3 年や 5 年などの一定の利用期間だけ車を利用する持ち方「クルマのサブスク」

サービスをどの程度検討したいと思いますか。」と質問したところ、▼都内在住は「検討したい」が 32.2%（22

年：8.5%→23 年：19.1%）、「やや検討したい」が 48.5%（32.7%→39.5%）、▼地方在住は「検討したい」が

29.1%（8.1%→10.9%）、「やや検討したい」が 45.3%（17.9%→26.9%）との回答となりました。都内は 8 割超、

地方は 7 割超が「クルマのサブスクを検討したい」という意向を示し、いずれも 22・23 年の推移を踏まえると、

年々増加傾向にあることがわかりました。  

 

 



 

 

■Z 世代の「ライドシェア」の認知度は 6 割超 

現在、「ライドシェア」の導入が世界各国で広がり、日本国内でも 24 年 4 月より一部解禁が予定されるなど、注

目が集まっています。これにあわせて、Z 世代（都内・地方を分けず）に対し、前提となる知識を伝えるのに先

立ち、「Q11.あなたは「ライドシェア」とはどのようなサービスか知っていますか。」と質問したところ、「詳し

く知っている」が 21.8%、「名前は知っているが内容は知らない」が 38.3%との回答となり、認知度は 6 割を超

えることがわかりました。 

 

 
 



■4 割以上がライドシェアの利用に「興味あり」 

「ライドシェア」がどのようなサービスかの前提知識を伝えたうえで、「Q12.あなたは「ライドシェア」の利用

に興味がありますか。」と質問したところ、「非常に興味がある」が 9.9%、「やや興味がある」が 33.2%との回

答で、あわせて 4 割以上が興味を示しました。  

 

 

 

■興味がある理由のトップは「タクシー不足をカバーし、配車を待つ時間が短くなると思う」 

Q12 で「ライドシェアの利用に興味がある」と回答した方に、「Q13.あなたが、ライドシェアの利用に興味があ

る理由を教えてください。（複数回答）」と質問したところ、「タクシー不足をカバーし、配車を待つ時間が短く

なると思うから」が 51.5%でトップとなり、続いて、「移動手段の選択肢が広がることで、よりスムーズに移動

できるようになると思うから」が 36.6%、「ライドシェアを利用することで、自前で自動車を保有する必要がな

くなると思うから」が 30.2%との回答となりました。 

 



 

 

■興味がない理由のトップは「他人のクルマに抵抗感がある」 

Q12 で「ライドシェアの利用に興味がない」と回答した方に、「Q14.あなたが、ライドシェアの利用に興味がな

い理由を教えてください。（複数回答）」と質問したところ、「他人の自動車に乗ることに抵抗感があるから」が

35.3%、「安全性が確保されるか心配だから」が 31.7%、「普段タクシーを使う機会がないから」が 28.8%との回

答となりました。 

 

 

 

■利用したいシーンのトップは「自身の旅行やお出かけ」「家族・友人などとの旅行やお出かけ」 

Q12 で「ライドシェアの利用に興味がある」と回答した方に、「Q15.あなたは、どのようなシーンで「ライドシ



ェア」を利用したいと思いますか。（複数回答）」と質問したところ、「自身の旅行やお出かけ」と「家族・友人

などとの旅行やお出かけ」がいずれも 40.3%でトップとなり、「通勤や通学」が 26.9%との回答となりました。 

 

 

 

■「ライドシェアのドライバーをしてみたい」Z 世代は約 4 割 

「Q16.あなたはライドシェアのドライバーをしてみたいと思いますか。」と質問したところ、「非常にそう思う」

が 11.0%、「ややそう思う」が 26.4%という回答で、約 4 割がドライバーをしてみたいという意向を示しました。 

 

 

 



■ドライバーをしてみたい理由のトップ「フレキシブルな働き方が可能」 

Q16 で「ライドシェアのドライバーをしてみたい」と回答した方に、「Q17.あなたがライドシェアのドライバー

をしてみたいと思う理由を教えてください。（複数回答）」と質問したところ、「フレキシブルな働き方が可能だ

と思うから」が 41.4%、「一定の収入源になりうると思うから」が 40.1%、「運転技術や接客スキルを身に付け

ることができると思うから」が 22.8%との回答となりました。 

 

 

 

■ドライバーをしたくない理由のトップ「乗客とトラブルが心配」 

Q16 で「ライドシェアのドライバーをしたいと思わない」と回答した方に、「Q18.あなたがライドシェアのドラ

イバーをしたいと思わない理由を教えてください。（複数回答）」と質問したところ、「乗客とトラブルが起きな

いか心配だから」が 42.9%、「事故を起こした時のリスクが心配だから」が 40.4%、「運転スキルに自信が無い

から」が 32.6%との回答となりました。 

 

 

 



■まとめ 

本調査は、22 年・23 年に続き、普通自動車免許を持っている都内在住の Z 世代と、地方在住の Z 世代を対象に

実施しました。 

  

まず、本調査で最大の焦点と位置づける「若者のクルマ離れ」をめぐっては、10〜20 代の運転免許の保有者数

がここ 10 年で 1 割以上も減少*している現状があります。今回の調査では、こうした「若者のクルマ離れ」につ

いて、都内在住の Z 世代の半数が自覚を持っている一方、過去の調査結果と比べると、年々減少傾向にあるこ

とがわかりました。「将来的にクルマがほしい」という意向を持つ Z 世代が都内で 7 割、地方で 8 割と、高水準

にある状況も踏まえると、「若者のクルマ離れ」という事実はあるものの、クルマに対する Z 世代の意識は一定

ポジティブになりつつあるのではないかと考えられます。 

  

さらに、もうひとつの注目すべき点は、「クルマのサブスク」に対する見方です。「将来的にクルマがほしい」と

いう意向を持つとともに「クルマのサブスク」を認知している Z 世代のうち、都内で 8 割超、地方で 7 割超が、

次のクルマの保有形式として、「クルマのサブスクを検討したい」という意向を示し、過去の調査結果と比較す

ると、この傾向は年々強まっていることがわかりました。 

  

一方、他の保有形式と比べた際には別の見方もできます。将来的にクルマがほしい意向を持つ Z 世代が検討して

いる保有形式は、都内は「ローン（残価設定型）」、地方は「現金一括購入」が圧倒的で、「サブスク」は 1 割程

度にとどまりました。サブスクを知っている一部の Z 世代から支持を集めても、大勢を占めるまでは至ってい

ないのが現状です。 

 

昨今話題の「ライドシェア」についても調査したところ、Z 世代の 6 割超が認知していた一方、利用に興味を示

したのは 4 割でした。国内では 24 年 4 月から一部解禁を予定しているため、今後、さらなる広がりが見込まれ

るでしょう。 

  

このように、本調査では、Z 世代のクルマに対する意識について最新の状況が浮き彫りになりました。とりわけ

「クルマのサブスク」については変化の兆しが垣間見える結果となり、こうした Z 世代に特有の傾向が将来の

クルマのありようにどのような影響をもたらすか、今後の展開に大きな注目が集まります。 

 

* 警察庁「運転免許統計」 

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/menkyo.html 

 

 【サービス概要】  

KINTO ONE  

自動車保険や自動車税など、クルマにかかる諸経費がコミコミ月々定額のクルマのサブスクリプションサービ

スです。人気のトヨタ車・レクサス車をラインアップ、 高品質な中古車も取扱っています。WEB でも簡単にお

申込みから契約まででき、気軽にカーライフを始めることができます。 

URL：https://kinto-jp.com/ 

さらに、「KINTO ONE」にクルマをお届けした後の「進化」と「見守り」を加えながらも、リーズナブルな月

額利用料を実現した「KINTO Unlimited」も 2023 年 1 月よりプリウスからスタートしました。 

URL：https://kinto-jp.com/unlimited/ 

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/menkyo.html
https://kinto-jp.com/
https://kinto-jp.com/unlimited/


 

【会社概要】 

会社名：株式会社 KINTO（KINTO Corporation） 

設立：2019 年 1 月 

代表取締役社長：小寺信也 

URL：https://corp.kinto-jp.com/ 

 

※文中に記載されている会社名、商品名は各社の商標または、登録商標です。 

 

以上 

https://corp.kinto-jp.com/

